
 5

資源としての個々の経験の知
↓

相互作用による可視化
（言語化など）

資源としての個々の経験の知
↓

相互作用による可視化
（言語化など）

保育の計画
（保育課程
・指導計画）

保育の計画
（保育課程
・指導計画）

保育所保育指針に関連付けて
特徴を明らかにする

=
園が大切にしている価値と課題

自覚化・明確化・共有

保育所保育指針に関連付けて
特徴を明らかにする

=
園が大切にしている価値と課題

自覚化・明確化・共有

実践実践

共有による組織の知へ転換・
統合（協同的学び）の過程

↓
構造化

共有による組織の知へ転換・
統合（協同的学び）の過程

↓
構造化

改善

C1C1 C2C2

AA

PPDD

保育士等（個人）／保育所（組織）

園内研修

公表公表 外部評価
（第三者評価等）

自己評価の理念モデル自己評価の理念モデル

 

図１：自己評価の理念モデル 

 
○ 自己評価は、さらに C1・C2・A の３つの過程に分けて考えることができま

す。 
 
○ C１では、個々の保育士等がそれぞれの実践を振り返り、他者に語ったり文

章化していきます。こうした振り返りの過程では、個々の保育士の子ども観、

保育観、発達観や保育に関する知識、技術などが反映されます。 
 
○ さらに、自らのあるいは他者の保育実践を省察することにより、職員間の

相互作用が促され、多様な視点から子どもや保育について見直したり、保育

への意欲を高めたりします。 
 
○ 個々の保育士等の保育実践を言語化し、保育所という組織としての保育や

子ども理解へと転換・統合するのが、次の C２です。ここでは、C1の過程で確

認したり理解を深め合ったりしたことを、園内研修などを通じて組織的に共

有します。 
 


